
第４回 勉強会

小さな命の意味を考える会

2018.3.4

テーマ「阻む壁」



①校舎を出る際、A教諭が「津波が来るから
山へ逃げるぞ」と言った。それをうけて山に
向かった子がいたが、列に戻された

②バス会社から避難するよう無線で指示が
あった。
無線を受けて準備 待機を命じたのは誰か

③６年生の男子が山への避難を進言

④迎えに来た⺟親「山へ逃げて」と進言

⑤C教諭が山への避難を進言

⑥「引渡し中に津波」（ほとんど逃げていない）

⑦A教諭は濡れていない。一緒に山を越えた
子どもも濡れていない。濡れずに山を駆け上
がった子の上にA教諭がいた

⑧後ろの子が手をつないでいた、津波が校庭
で渦を巻いた（上から津波を見ていた人？）

①否定

②停電で無線使えず。
検証委員会〜言及なし

③報告書から削除。
子どもの証言否定。
メモは廃棄

④市教委は認めたが、検証委員会は正式な証
言として位置付けていない。

⑤言及せず

⑥12分前に避難開始

⑦頭から波をかぶった。子どもも濡れていた。
両手を木に挟まれた。

⑧言及せず。指摘されても曖昧に

← 2011.6.3翌日の説明
会前日に送られてきた
というFAX。
突っ込みどころ満載で、
届いた経緯も説明が二
転三転した。
とても信じられないが、
これが市教委の正式な
資料となっている。

2回ほんのわずかな会話
しかしていない？

この時期にはまだ診断
していなかった？

河北新報の連載
どのように読み解くか
「停電で使えなかったとされる」
のままでいいのか？
「所有者の関係者」だけが話して
いるわけではない

A教諭だけの証言
・地震で木がバキバキと
倒れた ・校庭でラジオ
を聞いていなかった。
・2階の点検中に移動を開
始 ・あちこち動いてい
たので教頭とはあまり話
していない

何を隠そうとしているのか。



第2回目の説明会（2011.6.4）での読み原稿
プリント等は一切配布なし。議事録も作成せず。

説明の冒頭。5月に行った聞き取りを「そのまま」まとめたとある。聞き取りに時間がか
かったとあるが、子どもへの調査は5月初旬の二日間（欠席の子は後日）。校長はその日年
休。重要な証言をしそうな子供には、保護者の立ち合いなしで聞いている。

聞き取りの中で、男子が山への避難を訴えていたという証言があったことが分かる。しかし
その後、市教委の報告書からその緒言は消え、第3回の説明会でも避難を訴えた児童がいた
という記述はなかった。
子ども達は証言したと言っている。 ※「小さな命の意味を考える」P14参照

聞き取り調査で証言した人の中に、この様子を見た人がいるということ。
ところが市教委は説明できず。検証委員会も指摘を受けながら、踏み込むことはなかった。

2011.3.16校⻑→市教委へ報告
2012年5月に明らかになったもの。 情報開示請求により分かった。この報告が

ありながら、12分前に避難を開始したと説
明していたことになる。

後日、校長はこれは避難所で側聞したもの
であてにならないと言ったが、側聞したと
きの様子をまったく覚えていないという。
15日に連絡をとったA教諭からの報告と考え
られる。（その時のメールは削除）





検証委員会（2013.2〜2014.3）は何をしたのか？

参照：小さな命の意味を考える会HPより

「何度も言いますが、大川小事故検証委員
会について」2017.5.16

http://311chiisanainochi.org/?p=2023

「最大斜度を記載する意味」2014.3.18

http://311chiisanainochi.org/?p=378

「後味の悪い閉会式のような最終説明会」
2014.12.24

http://311chiisanainochi.org/?p=288

「限界という途中下車」2014.2.12

http://311chiisanainochi.org/?p=261

「指揮台の上のラジオ」2014.2.9

http://311chiisanainochi.org/?p=238

「子どもは判断していた」2014.2.9

http://311chiisanainochi.org/?p=240

「最終報告案で報告されたもの」2014.1.23

http://311chiisanainochi.org/?p=195

「この会を作った経緯」2013.12.22

http://311chiisanainochi.org/?p=38

検証委員会の迷走
・情報・証言〜委員に伝わらず

（事務局で取捨選択）
・誘導的な聞き取り
・核心の議論なし
・パフォーマンス〜
（意見募集、有識者公開ヒヤリング）
・教育関係者〜「忘れた」連発
・欠席者続出
・限界がある
・重要だけど踏み込めない
・与えられた範囲でしか検証できな
い（委員⻑）

当初の言葉からどんどんトーンダウ
ンし、事実の解明を放棄。形だけの
提言を出して終了。


